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 分析の基礎  

３－１化学基礎実験  

 測容器具 ･･･ メスシリンダー・ホールピペット・メスフラスコ、ビュレット 

 その他  ･･･ ビーカー・秤量びん・フラスコ・冷却器・デシケータ・吸引びん  

  試薬の調整 ･･･ ％濃度・モル濃度・規定度 

＜問題４１＞器具名を答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問題４２＞設問に答えよ。 

  ①一般に滴定の操作は１試料について（ｱ）回行い、その平均を求めて滴定量とする。  

    ブュレットの目盛りは小数点以下（ｲ）位まで読み取る。  

  ②ただし、その滴定量の差が（ｳ）ｍｌ以内の場合のみ平均する。 

  ③ある試料を滴定したら以下のようになった。 

    平均を求めよ。 

  １回 ２回 ３回 平均 

   Ｅ  12.34  24.85  37.38   ･･･ 

   Ｓ   0.00  12.50  25.00   ･･･ 

   Ｔ    ｴ   ｵ   ｶ   ｷ 

 

  ④ビュレットからの１滴の体積は約（ｸ）ｍｌである。  

    ３滴加えすぎたら、（ｹ）を差し引けばよい。 

 ⑤右の操作法を説明せよ。 
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＜問題４３＞下記の装置について設問に答えよ。 

  ①冷却管を固定している器具は（ｱ）という。 

  ②冷却水は冷却管の（ｲ）方に蛇口からのゴ   

 ム管を接続する。 

 ③この装置は（ｳ）を固体や液体にあてて、  

 目的とする成分を（ｴ）させた後、冷却し   

て取り出す装置である。ラベンダーやハッ   

サクなどの（ｵ）の抽出にも用いる。 

  ④この装置は（ｶ）という。 

 

＜問題４４＞溶液の濃度の表示には以下の方法がある。  

 ①重量百分率（Ｗ／Ｗ％） 

     溶液１００ｇ中に含まれている溶質の量を（ｱ）数で示す。  

 ②容量百分率（ｖ／ｖ％） 

     溶液１００ｍｌｇ中に含まれている液体の量を（ｲ）数で示す。  

 ③ミリグラム百分率（ｍｇ％） 

     溶液１００ｇ中に含まれている溶質の量を（ｳ）数で示す。  

 ④重量容量百分率（Ｗ／Ｖ％） 

     溶液１００ｍｌｇ中に含まれている溶質の量を（ｴ）数で示す。  

 ⑤重量百万分率（ｐｐｍ） 

     溶液１ｋｇ中に含まれている溶質の（ｵ）数で示す。  

 ⑥モル濃度（Ｍｏｌａｒｉｔｙ Ｍ ） 

     溶液１㍑中に含まれる溶質の量をモル数で示す。  

 ⑦規定度（Ｎｏｒｍａｌｉｔｙ Ｎ ） 

     溶液１㍑中に含まれる溶質の量をグラム当量数で示す。グラム当量数とは原子量・  

  分子量を原子価で除して得た値を当量といい、当量にｇを付けた量をグラム当量と  

  いう。 

 

＜問題４５＞パーセント濃度に関する以下の問に答えよ。  

（１）１８％砂糖液７５ｇ中に何ｇの砂糖を含むか。 

（２）５６ｇの水に２４ｇの砂糖を溶かすと何％の砂糖液になるか。 

（３）２５％砂糖液４０ｇに水を加え８％砂糖液を作りたい。水を何ｇ加えたらよいか。 

（４）３８％容液６０ｇと１２％溶液１４０ｇとを混合すると何％になるか。 

（５）１５％食塩水を５倍に薄めて、６００ｍｌ作るにはどうしたらよいか。 
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（６）５％溶液を１０倍に希釈すると何％か。また２５倍に希釈すると何％か。 

（７）１５％溶液を希釈して、６％溶液を８００ｍｌ作るにはどうしたらよいか。 

（８）８％溶液１５０ｇ中には、溶質が何ｇ含まれているか。 

（９）２％デンプン溶液を２００ｇ調整せよ。 

（10）１００ｍｌの水を使って、５％の食塩水を作れ。 

 

＜問題４６＞モル濃度に関する以下の問に答えよ。 

 ただしＨ＝１、 Ｃｌ＝３５．５、 Ｓ＝３２、 Ｏ＝１６、 Ａｇ＝１０８、 

 Ｎ＝１４、 Ｎａ＝２３、 Ｃａ＝４０、 Ｃ＝１２ として計算せよ。 

（１）次の物質の１モルはそれぞれ何ｇか。 

 ｱ 塩化水素           ｇ  ｲ 水酸化ナトリウム       ｇ  

  ｳ 硫酸       ｇ  ｴ 酢酸       ｇ 

 ｵ 水酸化カルシウム           ｇ   

（２）次の溶液の濃度はそれぞれ何モルか。 

    ａ）塩化水素２モルを水にとかして１リットルにする。  

    ｂ）硫酸 ０．１モルを水に溶かして２００ｍｌにする。  

    ｃ）硝酸銀３４ｇをとかして１リットルにする。  

    ｄ）溶液１００ｍｌ中に水酸化ナトリウムが１２ｇ溶けている。 

   ｅ）０．１２Ｍの水酸化ナトリウム溶液は、その１００ｍｌ中に何ｇの水酸化ナトリ  

    ウムを含むか。                                           

＜問題４７＞規定度に関する以下の問に答えよ。 

 ただしＢａ＝１３７、 Ｐ＝３１、 Ｋ＝３９ として計算せよ。 

（１）次の物質の１グラム当量はそれぞれ何ｇか。 

 ａ 塩化水素   ＨＣｌ                    ｇ 

 ｂ 硝酸    ＨＮＯ３                 ｇ 

 ｃ 硫酸   Ｈ２ＳＯ４                    ｇ 

 ｄ 水酸化ナトリウム    ＮａＯＨ                 ｇ 

 ｅ 水酸化バリウム    Ｂａ（ＯＨ）２                 ｇ 

 ｆ リン酸   Ｈ３ＰＯ４                    ｇ 

（２）次の物質の量はそれぞれ何グラム当量か。 

ａ 水酸化ナトリウム           ４ｇ   

ｂ 硫酸     １４．７ｇ  

ｃ 酢酸         １２ｇ  
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ｄ 水酸化カリウム         ２８ｇ  

ｅ 水酸化カルシウム       ７．４ｇ  

（３）次の溶液はそれぞれ何規定か。 

  ａ）塩化水素２グラム当量を水にとかして１リットルにする。  

  ｂ）硫酸０．２グラム当量を水にとかして５００ｍｌにする。  

  ｃ）水酸化ナトリウム４ｇを水にとかして１リットルにする。  

  ｄ）硫酸９．８ｇを水にとかして１リットルにする。  

  ｅ）水酸化カリウム１４ｇを水にとかして１００ｍｌにする。  

（４）次の物質の溶液中の質量は何ｇか。 

 ａ  ０．５Ｎ－ＣＨ３ＣＯＯＨ      ５㍑               ｇ 

 ｂ  １Ｎ－Ｈ２ＳＯ４      ５００ｍｌ               ｇ 

 ｃ  ０．１Ｎ－ＨＣｌ      １００ｍｌ               ｇ 

 ｄ  ０．５Ｎ－ＮａＯＨ      ２５０ｍｌ               ｇ 

（５）次の酸は何規定か。 

  ａ）濃塩酸（比重１．１９ ３７％） 

  ｂ）濃硫酸（比重１．８４ ９５％） 

  ｃ）６Ｎ－ＨＣｌを希釈して１Ｎ－ＨＣｌを５００ｍｌ調整するにはどうするか。  

  ｄ）２Ｎ－Ｈ２ＳＯ４を希釈して０．１Ｎ－Ｈ２ＳＯ４を１㍑作るにはどうするか。 

＜問題４８＞次のようにうすめた後の溶液の濃度は何規定になるか。 

 ａ）０．５Ｎ－ＨＣｌ １００ｍｌ を薄めて１リットルにする。 

  ｂ）０．７Ｍ－Ｈ２ＳＯ４ ７㍑ に水を加えて １０㍑ にする。 

  ｃ）濃ＨＣｌ（比重１．１９、３７％）を水で５倍に薄める。  

  ｄ）１Ｍ－Ｈ２ＳＯ４は何Ｎか。  ２Ｎ－Ｎａ２ＣＯ３は何Ｍか。 

  ｅ）１Ｎ－ＨＣｌ溶液を５０倍に希釈して、５００ｍｌ調整するにはどうするか。  

３－２ 中和滴定  

 中和の公式 Ｎ・Ｖ＝Ｎ′ ・Ｖ′   滴定曲線 

  0.1Ｎ－ＨＣｌ標準溶液の調製と評定  濃塩酸の希釈  Ｎａ２ＣＯ３溶液の評定 

  食酢中の酢酸の定量  ＮａＯＨ標準液をスルファミン酸で滴定する。               

＜問題４９＞次の計算をせよ。 

     （Ｎａ＝２３、Ｏ＝１６、Ｈ＝１、Ｃ＝１２、Ｃｌ＝３５．５）  

（１）ＨＣｌ溶液２５ml をとり、O.5ＮーＮａＯＨ溶液で中和したところ１８ｍｌを要 

  した。ＨＣｌ溶液の濃度は何規定か。    

（２）０．２Ｎ－ＨＣｌ溶液２０ｍｌに０．８－ＮａＯＨ溶液を何ｍｌ加えると中和する 
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  か。 

（３）ＮａＯＨ ０．１２ｇをとり、０．１２Ｎ－ＨＣｌ溶液を加え中和したい。  

   何ｍｌ加えると中和するか。 

（４）ビーカーにＮａＯＨ溶液をとり、２Ｎ－ＨＣｌ溶液を加え中和したところ２８ｍｌ 

  を要した。ビーカー中のＮａＯＨは何ｇか。 

＜問題５０＞塩酸標準溶液の調製と評定に関する以下の問に答えよ。 

（１）濃塩酸は約１２Ｎである。０．１Ｎ－ＨＣｌ ２５０ｍｌを作るのには濃塩酸が何 

  ｍｌ必要か。 

（２）炭酸ナトリウムを乾燥して１．３１００ｇを採取し、水に溶解して正確に２５０ｍ 

  ｌとした。この０．１Ｎ－Ｎａ２ＣＯ３溶液の力価（ｆ）はいくつか。 

   ただし、Ｎａ２ＣＯ３の１グラム当量を５３．００として計算せよ。 

（３）力価１．０５４５の０．１Ｎ－Ｎａ２ＣＯ３ ２０ｍｌを、力価未知の０．１Ｎ－Ｈ 

  Ｃｌで滴定したところ、滴定量は２０．２４ｍｌであった。  

   ０．１Ｎ－ＨＣｌの力価を求めよ。 

＜問題５１＞0.1Ｎ－ＮａＯＨ溶液の濃度標定について次の問に答えよ。 

（１）水酸化ナトリウムが正確に規定濃度の溶液を作ることのできない理由を３つ記せ。 

   ①           ②           ③ 

（２）標定に用いられるスルファミン酸の示性式を書け。 

       （            ） 

（３）スルファミン酸と水酸化ナトリウムの中和反応式を書け。 

（４）スルファミン酸２．３８００ｇをとり、水に溶かして２５０ｍｌにすると何規定の 

  溶液になるか。ただし、スルファミン酸の１グラム当量を９７．０９２ｇとして計 

  算せよ。 

（５）０．１Ｎのスルファミン酸標準溶液（力価１．００２４）２５ｍｌをコニカルビー 

  カーにとり、ｐｐを指示薬として０．１Ｎ－ＮａＯＨで滴定したら、その滴定量が  

  ２４．３６ｍｌであった。０．１Ｎ－Ｎａ０Ｈの力価を求めよ。 

＜問題５２＞食酢中の酢酸の定量についての次の問に答えよ。  

（１）酢酸と水酸化ナトリウムの中和反応式を書け。 

（２）０．１Ｎ－Ｎａ０Ｈ１ｍｌと中和する酢酸は何ｇか。酢酸の式量を６０として計算 

  せよ。 

                                                             （      ）ｇ 

（３）食酢１０ｍｌをとり、水で希釈し１００ｍｌとした。そのうち２５ｍｌをとり、０． 

  １Ｎ－ＮａＯＨ溶液（ｆ＝１．０１０）で滴定したところ、１８．００ｍｌを要し  

  た。この食酢１００ｍｌ中の酢酸量を求めよ。  
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３－３ 沈澱滴定  

 醤油中の食塩の定量 ･･･ 沈澱物 ＡｇＣｌ   指示薬Ｋ２ＣｒＯ４  

              赤褐色沈澱 Ａｇ２ＣｒＯ４ 

＜問題５３＞銀滴定法による塩化ナトリウムの定量について次の問に答えよ。  

（１）塩化ナトリウムと硝酸銀との化学反応式を書け。 

（２）以下の文章中の空欄に適当な物質名を化学式で入れよ。 

    指示薬として（①）を使用する。塩素イオンが全て（②）として沈澱し（③）が過  

  剰になると、赤褐色の（④）の沈澱ができる。この色のつく時を終点として滴定量  

  を求めることができる。 

（３）以下の計算をせよ。 

      （原子量 Ａｇ１０８、Ｎ１４、Ｎａ２３、Ｃｌ３５．５）  

 ａ）０．０２Ｎ－ＡｇＮＯ３ ２５０ｍｌを作るには、ＡｇＮＯ３何ｇ必要か。 

 ｂ）０．０２Ｎ－ＮａＣｌ ２５０ｍｌを作るには、ＮａＣｌ何ｇを溶かしたらよいか。 

 ｃ）力価１．０２６８の０．０２Ｎ－ＮａＣｌ ５ｍｌをとり、力価未知の０．０２Ｎ 

  －ＡｇＮＯ３で滴定したら、その滴定量が５．１４ｍｌであった。０．０２Ｎ－Ａ  

  ｇＮＯ３の力価を求めよ。 

 ｄ）０．０２Ｎ－ＡｇＮＯ３１ｍｌはＮａＣｌ何ｇを沈澱させることができるか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 食化7 - 

解 答 集 
＜問題４１＞ 

 ａビーカー ｂコニカルビーカー ｃ秤量びん ｄ丸底フラスコ ｅ平底フラスコ    

ｆ三角フラスコ ｇ蒸発皿 ｈ枝付きフラスコ ｉクライゼンフラスコ ｊ乳鉢 ｋ   

試験管 ｌロート ｍリービッヒ冷却管 ｎ球管冷却管 ｎ蛇管冷却管 ｐデシケー   

タ ｑ吸引びん ｒブフナーロート ｓ磁性るつぼ 

＜問題４２＞ 

 ｱ３ ｲ第２位 ｳ０．１ ｴ１２．３４ ｵ１２．３５ ｶ１２．３８ ｷ１２．３６  

 ｸ０．０５ ｹ０．１５  ⑤ 滴定 

＜問題４３＞ 

 ｱクランプ ｲ低い ｳ水蒸気 ｴ気化 ｵ精油（エッセンシャルオイル） 

 ｶ水蒸気蒸留装置 

＜問題４４＞ 

 ｱｇ ｲｍｌ ｳｍｇ ｴｇ ｵｍｇ 

＜問題４５＞ 

 （１）７５×１８／１００＝１３．５ｇ  

 （２）２４／（５６＋２４）×１００＝３０％ 

 （３）４０×２５／１００＝１０ｇ １０／（４０＋ｘ）×１００＝８ 

         ｘ＝８５ｇ 

 （４）６０×３８／１００＝２２．８   １４０×１２／１００＝１６．８ 

        ３９．６／２００×１００＝１９．８％ 

 （５）６００×１／３＝２００  ６００×２／３＝４００ 

 （６）０．５％  ０．２％ 

 （７）８００×２／５＝３２０  ８００×３／５＝４８０  

 （８）１５０×８／１００＝１２ｇ  

 （９）２００×２／１００＝４ｇ  

 （10）ｘ／（１００＋ｘ）×１００＝５  ｘ＝５．３ｇ 

＜問題４６＞ 

 ｱ３６．５ｇ ｲ４０ｇ ｳ９８ｇ ｴ６０ｇ ｵ７６ｇ 

 ａ）２Ｍ ｂ）０．５Ｍ ｃ）３４／１７０＝０．２Ｍ ｄ）３Ｍ 

 ｅ）０．１２×４０／１０＝  ０．４８ｇ 
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＜問題４７＞ 

 （１）ａ３６．５ｇ ｂ６３ｇ ｃ４９ｇ ｄ４０ｇ ｅ８５．５ｇ ｆ３２．７ｇ 

 （２）ａ０．１ ｂ０．３ ｃ０．２ ｄ０．７ ｅ０．２ 

 （３）ａ２Ｎ ｂ０．４Ｎ ｃ０．１Ｎ ｄ０．２Ｎ ｅ２．５ 

 （４） 

ａ ０．５×５×６０＝１５０ｇ  

  ｂ １×５００／１０００×４９＝２４．５ｇ  

  ｃ ０．１×１００／１０００×３６．５＝０．３６５ｇ  

  ｄ ０．５×２５０／１０００×４０＝５ｇ 

 （５） 

ａ １０００×１．１９×３７／１００／３６．５＝１２Ｎ  

  ｂ １０００×１．８４×９５／１００／４９＝３５．７Ｎ  

  ｃ ６×ｘ＝１×５００    ｘ＝８３．３ｍｌ 

  ｄ ２×ｘ＝０．１×１０００ ｘ＝５０ｍｌ 

＜問題４８＞ 

 ａ０．０５Ｎ ｂ０．７×７＝４．９モル ０．４９Ｍ ｃ２．４Ｍ  

 ｄ２Ｎ・１Ｍ ｅ１：４９の比  １０ｍｌを５００ｍｌに定容 

＜問題４９＞ 

 （１）２５×χ ＝０．５×１８  ０．３６Ｎ 

 （２）０．２×２０＝０．８×χ   ５ｍｌ 

 （３）０. １２／４０＝０．２×χ ／１０００  １５ｍｌ 

 （４）４０×２×２８／１０００  ２．２４ｇ 

＜問題５０＞ 

 （１） １２×χ ＝０．１×２５０   約 ２ｍｌ 

 （２） ５３．００×０．１×２５０／１０００＝１．３２５  

         １．３１００／１．３２５＝０．９８８７  ｆ＝０．９８８７ 

 （３）１．０５４５×２０＝χ ×２０．２４  ｆ＝１．０４２０ 

＜問題５１＞ 

 （１）①高純度のものが得難い  ②固体は吸湿性が強い（潮解性）          

   ③ＣＯ２を吸収する性質が大 

 （２）ＨＯＳＯ２ＮＨ２ 

 （３）ＨＯＳＯ２ＮＨ２ ＋ ＮａＯＨ → ＮａＯＳＯ２ＮＨ２ ＋ Ｈ２Ｏ 

 （４）２．３８００＝９７．０９２×Ｎ×２５０／１０００  ０．０９８０５Ｎ 

 （５） １．００２４×２５＝ｆ×２４．３６  ｆ＝１．０２８７ 
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＜問題５２＞ 

 （１）ＣＨ３ ＣＯＯＨ   ＋ ＮａＯＨ       ＣＨ３ ＣＯＯＮａ  ＋ Ｈ２Ｏ 

 （２）６０×０．１×１／１０００＝０．００６  ０．００６ｇ 

 （３）0.006・8.00・.010・00/25・00/10=4.36      ４．４ｇ／１００ｍｌ 

 （４）フェノールフタレイン、    弱酸と強塩基の中和反応だから、アルカリ性側  

    （ｐＨ８．２～１０．３）で変色するフェノールフタレインを使用する。  

 （５）６０×５０／１０００＝３   ３ｇ 

＜問題５３＞ 

 （１）ＮａＣｌ ＋ ＡｇＮＯ３ → ＡｇＣｌ ＋ ＮａＮＯ３ 

 （２）Ｋ２ＣｒＯ４  ②ＡｇＣｌ  ③Ａｇ＋  ④Ａｇ２ＣｒＯ４ 

 （３）ａ） １７０×０．０２×２５０／１０００＝０．８５  ０．８５ｇ 

       ｂ）５８．５×０．０２×２５０／１０００＝０．２９２５  

        ０．２９２５ｇ 

       ｃ）１．０２６８×５＝ｆ×５．１４  ｆ＝０．９９８８ 

       ｄ）５８．５×０．０２×１／１０００＝０．００１１７   ０．００１１７ 


